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日本行動分析学会 第 29回 年次大会 大会企画シ ン ポジ ウム （
一

般公開）

　　　　　　　　　　　　　　（2011年9月 18・19 日　早 稲 田大学）

　　　　　　　　行動分析学の さらなる発展のために

　　　　　　　　　　　一さまざまな介入場面か ら考え られるこ と一

　　　　　　　　For　the　fUture　development　of　Behavior　Analysis
シ ン ポジス ト　熊野宏昭 （早稲田大学人間科学学術院） 野 口美幸 （名古屋女子大学）

　　　　　　　　　　　　　原井宏明 （な ごや メ ン タル ク リニ ッ ク）

　　　　　　　　　　　指定討論者　大河内浩人 （大阪教育大学）
　　　　　　　　　　　　　　　　 司会 福井至（東京家政大学）

Symposiasts： Hiroaki　Kurnano
，　 　 Miyuki　Noguchi

，　 　 　 　 Hiroaki　Harai

　　　　　　　 （Waseda 　University） （Nagoya　Women
’
s　University） （Nagoya　Mental　Ch廊 ）

Discussants：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H 並 ）to　Okouch 動

　　　　　　　　　　　　　　　　（Osaka　Kyoiku　university）

　　　　　　　　 keywcErds： 脳 eoly 　of 　Behavior鹹 ys給，　 F　uture 　develOpment

　B．R ス キナーに始まる実験的行動分析 、 応用行動分
析、理論行動分析の 研究は、教育、療育、医学、マ ネ
ー

ジメン ト等各種領域に多大な影響を及ぼし、各種適

応行動を獲得するため の 最適なプ ロ セ ス をい くつ も
発見 して きた。しか し、上記の各領域におい て は行動

分析学とそ の他の 知見も含め 、 それぞれ独 自の 方法論
を発展させてお り、行動分析学が現状におい て どの よ

うに利用 されて い るか俯瞰で きる機会は少ない 。 また 、

実験的行動分析 と応用行動分析の 乖離が指摘された

こ ともあっ たが 、 それ以上に実験的行動分析 と実際に

応用 され て い る上記各領域で は乖離 して い る こ とも

考えられ る。 応用領域にお い て、こ うい っ た基礎的実

験の 結果や明確な理論が ほ しい と思 っ て い て も、それ
が見 つ か らず、一方ではそ うい っ た基礎的な研究が実

は地道に行われてお り、明確な理論が有名になっ て い

なくて もすで にで きて い るとい っ た可能性 も考え ら

れ る 。 そ こで 、 本シン ポジウム にお い ては 、 看護リハ

ビ リ分野、療育分野、心身医学分野、精神医学分野で

現在行動分析学がどの よ うに応用 されてお り、そ の応

用の仕方の 共通点と違い を検詞する こ と、 また応用分
野 で望まれ る基礎的実験結果や理論に つ い て シ ン ポ

ジス トの方に提言い ただき、フ ロ ア
ー

の 方か らは実験
的行動分析の新たな知見の 応用可能性を応用領域の

方に伝えて い ただくとい っ た、基礎研究分野 と応用領

域との 乖離を縮め る
一

助となるよ うなシ ン ポジ ウム

としたい 。

　 シ ン ポジス トとして は、心理療法の分野で は、認知

行動療法の第3の 波として台頭著しい Acceptance　all

dCom 血 tment　Therapy（以下ACT と略記する）とい

う療法があるが、こ の開発者Steven　Hayes教授は、
子 どもの オペ ラ ン ト行動の 研 究か ら始め成人 の 精神

障害の治療法を作 り上げた先生 で あ り、そ の 理論の 元

には行動分析学の知見が存在 してい る。またこ の ACT
は森田療法との類似点 も指摘されてお り、 そ の ような

心理療法と心身医学の 幅広い 視点から早稲 田大学人

間科学学術院熊野宏昭先生に 、 行動分析学の 意義と将

来展望にっ い てご発表いただくこ ととした。また、ま

た、隔来か ら応用行動分析が幅広 く利用 され て きた療

育分野 か ら名古屋女子大学野 口美幸先生の 先生方に
ご発表い ただく。 さらに、行動療法とい う名称 の 始ま

りで ある1953年 ス キナ
ーの 行動療法研 究以来関わ り

の深い、精神医学分野か らなごやメ ン タル ク リニ ッ ク

の原井宏明先生にご発表い ただく。

また指定討論者として は 、 行動分析学を基盤として 心

理療法を統合的に理解する機能分析心 理療法の 立場
か ら、大阪教育大学の 大河内浩人先生に討論して い た

だく。

鵬 医糊 熊購 （鞴 田鮮 燗 科響  
心身医学分野では 、 治療者は外来で会う息者の 行動の

強化随伴性に対 して面接場面以外では直接 コ ン トロ

ー
ルカを持たず 、 通常書語的な介入に頼 っ て い る 。 そ

の た め、実験的行動分析の知見を活用するためには、
ル
ー

ル 支配行動 、 刺激等価性 、 派生的刺激関係などの

言語や認知 に 関る 基礎研究の成果が蓄積され、関係フ

レーム づ けが定式化 され るの を待 っ必要があっ た。今

回は糖尿病へ のACT の適用を例に、臨床行動分析の効
用を論 じてみたい。
療育分野 野 口美幸 銘 古屋 女子大学）
療育分野にお い ては行動分析が広く応用 されて い る 。

療育施設や特別支援教育などさまざまな場面で、自閉
症 をは じめ とする発達障害や近年で は知的障害を伴
わない発達障害にも適用 されてい るe シ ン ポジ ウム で

は、発達障害の 児童を対象に行動分析に基づ く介入 を

行 っ たケース を紹介し、介入方法お よび実験デザイ ン

の 観点か ら療育分野独 自の 特徴と他の 分野 と共通す

る特徴を論 じて ゆく。また、即時小強化 ・遅延大強化
や 選択行動に関する研究の知見を、療育に生かす可能

性につ い て議論を行い た い。
精神医学分野 原井宏明（なごやメ ンタル クリニ ッ ク）
行動分析学を精神医学の 領域に応用 した人物にN．A
zrin を忘れ ることはできない

。 州立精神病院の慢 駐患

者に トーク ン エ コ ノ ミーを行い，患者家族に
“
互酬睦

カ ウン セ リン グ
”

を教え，チ ッ ク障害にハ ビ ッ トリバ

ーサル で効果を上げ，ア ル コ ール 依存症に対するCR
A（Communi むy　Reinforcement　Approach）で他には

ない 頑健なエ ビデ ン ス をもた らした 。 全 て 1960年代か

らの仕事である。
こ の 50年間，精神医学 ・医療は急速に広が り，

一
般化

した。一方，今 日の 日本精神神経学会 の サイ トを検索

す ると
“
行動分析

”
は 1件だけ ， しか も学会名として

しか ヒ ッ トしない 。精神医学の拡大は薬物療法 と認知

行動療法の拡大と相関 して い る 。 相対的にAz  皿 の功

績は忘れ され つ つ ある。

“
EBM

”
がない 時代にAzri

n が始めた もの に今 日，どれだけの エ ビデン ス があ る

かを紹介する。
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